
 上大津西小学校の暫定的な対応に関するアンケート調査結果

＜調査の趣旨＞

＜調査対象＞

 ・上大津西小学校の保護者 ： ３３世帯

 ・上大津西小学校区の地域住民 ：３８３世帯 合計：４１６世帯

＜実施方法＞

 郵送によりアンケート用紙を配布、回収（記名あり）

＜実施期間＞

 平成３０年９月２２日から平成３０年１０月５日まで

＜回答数＞

＜アンケート調査概要＞
問１

問２

問３

問３回答

問４

問５

問６

問７

問８

問９

問10

問11

上大津西小学校の暫定的な対応に関するアンケート調査結果

（内訳）

回収率 39%

他の統合先について

暫定統合の時期について

問８の回答理由

問５の回答理由

問３の回答理由

(実施した方が良い) (他の学校と統合した方が良い) (実施しない方が良い)

中学生以下の子供と

同居している世帯

中学生以下の子供と

同居していない世帯
60世帯

43世帯

72%

356世帯

119世帯

33%

調査対象 416世帯

回答数 162世帯

全体

中学生以下の子供との同居について

中学生以下の子供の人数について

上大津西小学校と菅谷小学校の暫定統合について

問３の回答理由

その他、上大津西小学校の暫定対応に関する自由意見

問３の回答理由

 上大津西小学校の子供達にとってよりよい教育環境の整備と学校教育の充実を早期に図るため、

上大津西小学校の保護者及び上大津西小学校区の地域住民の意向をアンケート調査により把握し、

土浦市上大津地区小学校適正配置検討委員会において、上大津西小学校の今後の方向性を検討する

ための基礎資料とします。

資料２
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＜アンケート結果詳細＞

問１ 同居しているご家族の中に、中学生以下のお子様はいますか。

問２ 同居しているお子様は、次のどれに該当しますか。

  ※

問３

ア. 実施した方が良い

イ. 他の小学校と暫定的に統合した方が良い

ウ. 実施しない方が良い

全体

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

ア 107 66% ア 29 67% ア 78 66%

イ 20 12% イ 5 12% イ 15 13%

ウ 32 20% ウ 8 19% ウ 24 20%
無回答等 3 2% 無回答等 1 2% 無回答等 2 2%

【解説】

・

・

未就学児がいる

小学生がいる

中学生がいる

18世帯

28世帯

12世帯

アンケート回答者の家族状況について

左記世帯数については、

重複も含んでいます。

中学生以下の子供と同居している方の回答 中学生以下の子供と同居していない方の回答

上大津西小学校と菅谷小学校の暫定統合について

中学生以下の子供の有無に関わらず、全体の６割から７割の方が菅谷小学校と統合した方

が良いと回答している。

中学生以下の子供の有無に関わらず、全体の約１割の方が菅谷小学校以外の学校と統合し

た方が良いと回答しており、菅谷小学校と統合した方が良いといった回答と合わせると、

全体の約８割の方が他の学校に統合した方が良いと回答している。

上大津西小学校の複式学級などの問題をできるだけ早期に解消するため、菅谷小学校との

暫定的な統合を実施した方がいいですか。

ア
66%

イ
12%

ウ
20%

無回

答等
2%

ア
67%

イ
12%

ウ
19%

無回

答等
2%

ア
66%

イ
13%

ウ
20%

無回

答等
2%

ア．中学生以下の子供と

同居している
27%

イ．中学生以下の子供と

同居していない
73%

43世帯

119世帯
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問４

ア. 集団の中で、多様な考えに触れ、社会性や協調性を身につけられるため

イ. 人間関係に変化が生まれ、友達もたくさんできるため

ウ. 競争意識が高まり、児童が互いに切磋琢磨することができるため

エ. 運動会や学習発表会などの学校行事において幅広い活動ができるため

オ. ＰＴＡ活動等が円滑に運営できるため

カ. その他

全体

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

ア 64 60% ア 16 55% ア 48 62%

イ 13 12% イ 4 14% イ 9 12%

ウ 13 12% ウ 5 17% ウ 8 10%

エ 7 7% エ 1 3% エ 6 8%

オ 3 3% オ 2 7% オ 1 1%

カ 6 6% カ 1 3% カ 5 6%
無回答等 1 1% 無回答等 0 0% 無回答等 1 1%

「カ．その他」の主な回答内容

◆ 中学生以下の子供と同居していない世帯

・

【解説】

・

中学生以下の子供と同居している方の回答

中学生以下の子供の有無に関わらず、全体の約６割の方が「ア．集団の中で、多様な考え

に触れ、社会性や協調性を身につけられるため」を理由として、菅谷小学校と暫定統合し

た方が良いと回答している。

問３において、「ア．実施した方が良い」と回答をされた理由として、最も当てはまる

理由を１つお選びください。

少人数なりに良い一面もあるが、将来（中学・高校等）を考えると今のままではいけない

と思うため。

中学生以下の子供と同居していない方の回答

ア
60%イ

12%

ウ
12%

エ
6%

オ
3%

カ
6%

無回

答等
1%

ア
55%

イ
14%

ウ
17%

エ
4%

オ
7%

カ
3%

無回

答等
0%

ア
62%

イ
12%

ウ
10%

エ
8%

オ
1%

カ
6%

無回

答等
1%
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問５

ア. 平成３１年度末までに実施（平成３２年４月から新体制スタート）

イ. 平成３２年度末までに実施（平成３３年４月から新体制スタート）

ウ. その他

全体

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

ア 84 79% ア 21 72% ア 63 81%

イ 12 11% イ 2 7% イ 10 13%

ウ 8 7% ウ 6 21% ウ 2 3%
無回答等 3 3% 無回答等 0 0% 無回答等 3 4%

「ウ．その他」の主な回答内容

◆ 中学生以下の子供と同居している世帯

・

・

・

◆ 中学生以下の子供と同居していない世帯

・

【解説】

・

・

本検討委員会では、「平成３１年度末までに統合」という案が出ておりますが、

暫定的な統合の実施時期はいつ頃が良いと思いますか。最も良いと思う時期を１つ

お選びください。

中学生以下の子供と同居している方の回答 中学生以下の子供と同居していない方の回答

「ウ．その他」と回答をした８名のうち５名の方は、「今すぐ」や「なるべく早く」と回

答している。

今すぐにでも統合すべき。

なるべく早い方が良い。だが、学童がなくなるのは困る。

保護者が納得していればいつでも良い。

平成31年4月からスタートできるよう早急に実施すべき。

中学生以下の子供の有無に関わらず、全体の約７～８割の方が「ア．平成３１年度末まで

に実施（平成３２年４月から新体制スタート）」と回答している。

ア
79%

イ
11%

ウ
7%

無回

答等
3%

ア
72%

イ
7%

ウ
21%

無回

答等
0%

ア
81%

イ
13%

ウ
2%

無回

答等
4%
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問６①

ア. できるだけ早く複式学級などの問題を解消してほしいため

イ. 急激な教育環境の変化は、子供達への負担が大きいので、該当する学校間で事前交流等を

実施する期間を設けた方が良いため

ウ. 学校運営に係る取り決め等（ＰＴＡ規約等）のすり合わせの期間を確保した方が良いため

エ. 地域が主体となる閉校事業（記念誌や記念品作成等）の準備に要する期間を確保した方が

良いため

オ. その他

全体

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

ア 60 71% ア 16 76% ア 44 70%

イ 20 24% イ 4 19% イ 16 25%

ウ 3 4% ウ 1 5% ウ 2 3%

エ 0 0% エ 0 0% エ 0 0%

オ 0 0% オ 0 0% オ 0 0%
無回答等 1 1% 無回答等 0 0% 無回答等 1 2%

【解説】

・

・

中学生以下の子供と同居している方の回答 中学生以下の子供と同居していない方の回答

問５で「ア．平成３１年度末までに実施（平成３２年４月から新体制スタート）」と

回答をされた理由として、最も当てはまる理由を１つお選びください。

中学生以下の子供の有無に関わらず、全体の約７割の方が「ア．できるだけ早く複式学級

などの問題を解消してほしいため」と回答しており、約２割の方が「イ．急激な教育環境

の変化は、子供達への負担が大きいので、該当する学校間で事前交流等を実施する期間を

設けた方が良いため」と回答している。

中学生以下の子供と同居していない方に比べ、同居している方の方が「ア．できるだけ早

く複式学級などの問題を解消してほしいため」を回答している方の割合が高い。

ア
71%

イ
24%

ウ
4%

エ
0%
オ
0%

無回

答等
1%

ア
76%

イ
19%

ウ
5%
エ
0%
オ
0%

無回

答等
0%

ア
70%

イ
25%

ウ
3%
エ
0%
オ
0%

無回

答等
2%

5 



問６②

ア. できるだけ早く複式学級などの問題を解消してほしいため

イ. 急激な教育環境の変化は、子供達への負担が大きいので、該当する学校間で事前交流等を

実施する期間を設けた方が良いため

ウ. 学校運営に係る取り決め等（ＰＴＡ規約等）のすり合わせの期間を確保した方が良いため

エ. 地域が主体となる閉校事業（記念誌や記念品作成等）の準備に要する期間を確保した方が

良いため

オ. その他

全体

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

ア 1 8% ア 0 0% ア 1 10%

イ 8 67% イ 1 50% イ 7 70%

ウ 1 8% ウ 0 0% ウ 1 10%

エ 1 8% エ 0 0% エ 1 10%

オ 1 8% オ 1 50% オ 0 0%
無回答等 0 0% 無回答等 0 0% 無回答等 0 0%

「オ．その他」の主な回答内容

◆ 中学生以下の子供と同居している世帯

・

【解説】

・

中学生以下の子供と同居していない方の回答中学生以下の子供と同居している方の回答

問５で「イ．平成３２年度末までに実施（平成３３年４月から新体制スタート）」と

回答をされた理由として、最も当てはまる理由を１つお選びください。

（イ、ウを選択）

中学生以下の子供の有無に関わらず、全体の約７割の方が「イ．急激な教育環境の変化

は、子供達への負担が大きいので、該当する学校間で事前交流等を実施する期間を設けた

方が良いため」と回答している。

ア
9%

イ
67%

ウ
8%

エ
8%

オ
8%

無回

答等
0%

ア
0%

イ
50%

ウ
0%

エ
0%

オ
50%

無回

答等
0%

ア
10%

イ
70%

ウ
10%

エ
10%

オ
0%

無回

答等
0%
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問６③

ア. できるだけ早く複式学級などの問題を解消してほしいため

イ. 急激な教育環境の変化は、子供達への負担が大きいので、該当する学校間で事前交流等を

実施する期間を設けた方が良いため

ウ. 学校運営に係る取り決め等（ＰＴＡ規約等）のすり合わせの期間を確保した方が良いため

エ. 地域が主体となる閉校事業（記念誌や記念品作成等）の準備に要する期間を確保した方が

良いため

オ. その他

全体

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

ア 2 25% ア 1 17% ア 1 50%

イ 1 13% イ 1 17% イ 0 0%

ウ 0 0% ウ 0 0% ウ 0 0%

エ 0 0% エ 0 0% エ 0 0%

オ 4 50% オ 3 50% オ 1 50%
無回答等 1 13% 無回答等 1 17% 無回答等 0 0%

「オ．その他」の主な回答内容

◆ 中学生以下の子供と同居している世帯

・

・

◆ 中学生以下の子供と同居していない世帯

・

【解説】

・

中学生以下の子供と同居している方の回答 中学生以下の子供と同居していない方の回答

問５で「ウ．その他」と回答をされた理由として、最も当てはまる理由を１つお選びくだ

さい。

中学生以下の子供の有無に関わらず、全体の約３割の方が「ア．できるだけ早く複式学級

などの問題を解消してほしいため」と回答しており、「オ．その他」として、「早く統合

した方が良い」との回答も見受けられる。

少なすぎる人数はかわいそうだから。

子供が早くそれに慣れるために早く統合した方が良い。

児童のことを最優先に考えるため。

ア
25%

イ
12%
ウ
0%

エ
0%

オ
50%

無回

答等
13%

ア
16%

イ
17%

ウ
0%エ

0%
オ
50%

無回

答等
17%

ア
50%

イ
0%

ウ
0%

エ
0%

オ
50%

無回

答等
0%
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問７ 問３において、「イ．他の小学校と暫定的に統合した方が良い」と回答をされた
理由として、最も当てはまる理由を１つお選びください。

ア. 集団の中で、多様な考えに触れ、社会性や協調性を身につけられるため

イ. クラス替えなどにより人間関係に変化が生まれ、友達もたくさんできるため

ウ. 競争意識が高まり、児童が互いに切磋琢磨することができるため

エ. 運動会や学習発表会などの学校行事において幅広い活動ができるため

オ. ＰＴＡ活動等が円滑に運営できるため

カ. その他

全体

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

ア 11 55% ア 4 80% ア 7 47%

イ 3 15% イ 1 20% イ 2 13%

ウ 2 10% ウ 0 0% ウ 2 13%

エ 0 0% エ 0 0% エ 0 0%

オ 0 0% オ 0 0% オ 0 0%

カ 3 15% カ 0 0% カ 3 20%
無回答等 1 5% 無回答等 0 0% 無回答等 1 7%

「カ．その他」の主な回答内容

◆ 中学生以下の子供と同居していない世帯

・

【解説】

・

中学生以下の子供と同居していない方の回答中学生以下の子供と同居している方の回答

これから更に少子高齢化が進む中、上大津地区小学校の在り方を抜本的に見直すべき。部

分最適化でなく、全体最適化を望む。

菅谷小学校以外の学校との暫定統合について

「ア．集団の中で、多様な考えに触れ、社会性や協調性を身につけられるため」との回答

の割合は、中学生以下の子供がと同居している方ほど高く、中学生以下の子供と同居して

いる方は約８割、中学生以下の子供と同居していない方は約５割となっている。

ア
55%

イ
15%

ウ
10%

エ
0%

オ
0%

カ
15%

無回

答等
5%

ア
80%

イ
20%

ウ
0%
エ
0%

オ
0%
カ
0%

無回

答等
0%

ア
47%

イ
13%

ウ
13%

エ
0%

オ
0%

カ
20%

無回

答等
7%
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問８ 上大津西小学校の複式学級などの問題解消のための暫定的な統合について、

どの小学校と実施すべきだと思いますか。最も当てはまるものを１つお選びください。

ア. 上大津東小学校に統合する

イ. 神立小学校に統合する

ウ. その他

全体

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

ア 9 45% ア 1 20% ア 8 53%

イ 2 10% イ 0 0% イ 2 13%

ウ 9 45% ウ 4 80% ウ 5 33%
無回答等 0 0% 無回答等 0 0% 無回答等 0 0%

「ウ．その他」の主な回答内容

◆ 中学生以下の子供と同居している世帯

・

・

・

◆ 中学生以下の子供と同居していない世帯

・

・

・

【解説】

・

中学生以下の子供と同居していない方の回答中学生以下の子供と同居している方の回答

上大津東小学校が手狭なら一部を上大津西小学校に通学させれば良いのでは。

菅谷小学校と上大津東小学校と上大津西小学校の地区でうまく分けて分散する。

上大津西小学校と菅谷小学校の子供たちが神立小学校へバス通学。

上大津東小学校からある程度上大津西小学校へ通わせて存続させたい。

現在ある中学校の近くに隣接して建設して統合する。

上大津西小学校、上大津東小学校、菅谷小学校の３校で統合。

全体の約５割の方が「ア．上大津東小学校に統合する」と回答しており、その割合は中学

生以下の子供と同居している方よりも同居していない方の方が高くなっている。

ア
45%

イ
10%

ウ
45%

無回

答等
0% ア

20%

イ
0%

ウ
80%

無回

答等
0%

ア
54%

イ
13%

ウ
33%

無回

答等
0%
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問９①

ア. 統合先の学校施設（学習環境や校庭の広さなど）が整っているため

イ. 統合先の学校周囲の環境（周辺道路や自然環境など）が整っているため

ウ. 統合後の学習環境に急激な変化が生じないため

エ. 従前からの友人や知人が多いため

オ. 自宅から近く、登下校時などの安全が確保できるため

カ. 学校間の調整がスムーズに行えるため

キ. その他

全体

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

ア 0 0% ア 0 0% ア 0 0%

イ 2 22% イ 0 0% イ 2 25%

ウ 3 33% ウ 0 0% ウ 3 38%

エ 2 22% エ 0 0% エ 2 25%

オ 0 0% オ 0 0% オ 0 0%

カ 0 0% カ 0 0% カ 0 0%

キ 2 22% キ 1 100% キ 1 13%
無回答等 0 0% 無回答等 0 0% 無回答等 0 0%

「キ．その他」の主な回答内容

◆ 中学生以下の子供と同居している世帯

・

◆ 中学生以下の子供と同居していない世帯

・

【解説】

・

上大津東小学校が多いため、半分上大津西小学校に来てもらいたい。

暫定統合案では適正規模を満たせない。

中学生以下の子供と同居していない方の回答中学生以下の子供と同居している方の回答

問８で「ア．上大津東小学校に統合する」と回答をされた理由として、最も当てはまる

理由を１つお選びください。

「ウ．統合後の学習環境に急激な変化が生じないため」と回答した方が全体の約３割を占

めており、「イ．統合先の学校周囲の環境（周辺道路や自然環境など）が整っているた

め」「エ．従前からの友人や知人が多いため」「キ．その他」と回答した方がそれぞれ全

体の約２割を占めている。

ア
0% イ

22%

ウ
34%

エ
22%

オ
0%

カ
0%

キ
22%

無回

答等
0%

ア
0%
イ
0%
ウ
0%

エ
0%
オ
0%
カ
0%

キ
100%

無回

答等
0%

ア
0% イ

25%

ウ
37%

エ
25%

オ
0%

カ
0%

キ
13%

無回

答等
0%
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問９②

ア. 統合先の学校施設（学習環境や校庭の広さなど）が整っているため

イ. 統合先の学校周囲の環境（周辺道路や自然環境など）が整っているため

ウ. 統合後の学習環境に急激な変化が生じないため

エ. 従前からの友人や知人が多いため

オ. 自宅から近く、登下校時などの安全が確保できるため

カ. 学校間の調整がスムーズに行えるため

キ. その他

全体

回答数 割合 回答数 割合

ア 0 0% ア 0 0%

イ 1 50% イ 1 50%

ウ 0 0% ウ 0 0%

エ 0 0% エ 0 0%

オ 0 0% オ 0 0%

カ 0 0% カ 0 0%

キ 1 50% キ 1 50%
無回答等 0 0% 無回答等 0 0%

「キ．その他」の主な回答内容

◆ 中学生以下の子供と同居していない世帯

・

【解説】

・

中学生以下の子供と同居していない方の回答中学生以下の子供と同居している方の回答

問８で「イ．神立小学校に統合する」と回答をされた理由として、最も当てはまる理由を

１つお選びください。

社会性や協調性を身につけられる。

「イ．統合先の学校周囲の環境（周辺道路や自然環境など）が整っているため」又は

「キ．その他（社会性や協調性を身につけられる）」と回答している方は、各々１名ずつ

である。

ア
0%

イ
50%

ウ
0%

エ
0%

オ
0%

カ
0%

キ
50%

無回

答等
0%

ア
0%

イ
50%

ウ
0%

エ
0%

オ
0%

カ
0%

キ
50%

無回

答等
0%

回答なし
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問９③

ア. 統合先の学校施設（学習環境や校庭の広さなど）が整っているため

イ. 統合先の学校周囲の環境（周辺道路や自然環境など）が整っているため

ウ. 統合後の学習環境に急激な変化が生じないため

エ. 従前からの友人や知人が多いため

オ. 自宅から近く、登下校時などの安全が確保できるため

カ. 学校間の調整がスムーズに行えるため

キ. その他

全体

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

ア 3 33% ア 3 75% ア 0 0%

イ 0 0% イ 0 0% イ 0 0%

ウ 0 0% ウ 0 0% ウ 0 0%

エ 0 0% エ 0 0% エ 0 0%

オ 0 0% オ 0 0% オ 0 0%

カ 2 22% カ 0 0% カ 2 40%

キ 4 44% キ 1 25% キ 3 60%
無回答等 0 0% 無回答等 0 0% 無回答等 0 0%

「キ．その他」の主な回答内容

◆ 中学生以下の子供と同居していない世帯

・

・

【解説】

・

問８で「ウ．その他」と回答をされた理由として、最も当てはまる理由を１つお選び

ください。

中学生以下の子供と同居していない方の回答中学生以下の子供と同居している方の回答

問７，８同様、全体最適での検討を望む。

土浦第五中学校のそばに３小統合で作ったほうがいい。

中学生以下の子供と同居している方の約８割の方が「ア．統合先の学校施設（学習環境や

校庭の広さなど）が整っているため」と回答しており、中学生以下の子供と同居していな

い方は、４割の方が「カ．学校間の調整がスムーズに行えるため」と回答している。

ア
33%

イ
0%
ウ
0%

エ
0%

オ
0%

カ
22%

キ
45%

無回

答等
0%

ア
75%イ

0%

ウ
0%

エ
0%

オ
0%

カ
0%

キ
25%

無回

答等
0%

ア
0%
イ
0%

ウ
0%
エ
0%
オ
0%

カ
40%

キ
60%

無回

答等
0%
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問１０ 問３において、「ウ．実施しない方が良い」と回答をされた理由として、最も当てはまる
理由を１つお選びください。

ア. 児童一人ひとりに目が行き届きにくくなり、きめ細やかな教育が受けられなくなるため

イ. 児童一人ひとりの個別の活動機会の場が少なくなるため

ウ. 運動場・体育館などの施設や特別教室、教材備品など余裕をもって利用できなくなるため

エ. 母校がなくなること、また、地域に子供の姿が見えなくなることが寂しいため

オ. 閉校後の防犯、防災対策等に不安があるため

カ. 特に問題を感じておらず、現状のままで良いため

キ. 早期に実施する必要はなく、上大津地区全体の適正配置の中で実施する方が良いため

ク. その他

全体

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

ア 3 9% ア 1 13% ア 2 8%

イ 0 0% イ 0 0% イ 0 0%

ウ 0 0% ウ 0 0% ウ 0 0%

エ 6 19% エ 2 25% エ 4 17%

オ 2 6% オ 0 0% オ 2 8%

カ 5 16% カ 0 0% カ 5 21%

キ 10 31% キ 4 50% キ 6 25%

ク 6 19% ク 1 13% ク 5 21%
無回答等 0 0% 無回答等 0 0% 無回答等 0 0%

「ク．その他」の主な回答内容

◆ 中学生以下の子供と同居していない世帯

・

・

・

・

【解説】

・

・

・

上大津東小学校の児童の一部を上大津西小学校に通学するようにし、児童数のバランスを

図る。

中学生以下の子供と同居している方の約５割、中学生以下の子供と同居していない方の約

３割の方が、「キ．早期に実施する必要はなく、上大津地区全体の適正配置の中で実施す

る方が良いため」と回答している。

中学生以下の子供と同居していない方の約２割の方が「カ．特に問題を感じておらず、現

状のままで良いため」と回答しているが、中学生以下の子供と同居している方は「カ．特

に問題を…」と回答しておらず、問題として捉えている。

中学生以下の子供の有無に関わらず、約２割の方が「エ．母校がなくなること、また、地

域に子供の姿が見えなくなることが寂しいため」と回答している。

暫定統合を実施しない方が良いとの回答について

「キ」に近いですが、統合するなら対等合併にしてほしい。土浦第五中学校のところに上

大津西小学校、上大津東小学校、菅谷小学校を合わせた小中一貫的な学校を作ってほし

い。あるいは現状のまま、あるいは学区を見直す。

上大津西小学校を残し、菅谷小学校の子供に来てほしい。

中学生以下の子供と同居していない方の回答中学生以下の子供と同居している方の回答

伝統のある小学校ですので、なるべく存続していただきたい。（エ、オ、カ、キも選択）

ア
9%
イ
0%
ウ
0%
エ
19%

オ
6%

カ
16%

キ
31%

ク
19%

無回

答等
0% ア

12%イ
0%ウ

0%

エ
25%

オ
0%

カ
0%

キ
50%

ク
13%

無回

答等
0%

ア
8%
イ
0%ウ
0%エ
17%

オ
8%

カ
21%

キ
25%

ク
21%

無回

答等
0%
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